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脊椎圧迫骨折患者の受傷後初期の痛みの破局的思考が運動機能や身体活動量の回復におよぼす影響．日本運動器疼

痛学会誌 9(3): 50，2017 

19. 後藤 響，片岡英樹，吉村彩菜，森田馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：術後痛が日本運動器疼痛

学会誌 9(3): 60，2017 

20. 平瀬達哉，片岡英樹，中野治郞，坂本淳哉，沖田 実：地域在住高齢者のフレイルが痛み，ADL，身体活動量にお

よぼす影響．日本運動器疼痛学会誌 9(3): 69，2017 

21. 佐々木遼，坂本淳哉，近藤康隆，濱上陽平，佐々部陵，本田祐一郎，中野治郎，沖田 実：寒冷療法の痛み軽減メ

カニズムの検討－ラット膝関節炎モデルを用いた実験的検討－．Pain Rehabilitation 7(2): 63, 2017 

22. 本田祐一郎，濱上陽平，片岡英樹，福島卓矢，大賀智史，佐々木遼，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：線維筋痛症

患者に対する物理療法の効果検証－メタアナリシスを用いた検討－．Pain Rehabilitation 7(2): 68, 2017 

23. 片岡英樹，池本竜則，後藤 響，吉村彩菜，森田 馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：脊椎圧迫骨

折患者の受傷後初期の痛みの破局的思考が運動機能や身体活動量の回復におよぼす影響．Pain Rehabilitation 7(2): 68, 
2017 

24. 後藤 響，片岡英樹，吉村彩菜，森田 馨，山下潤一郎，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：術後痛が残存する大腿

骨近位部骨折患者の術後早期の特徴について－多面的評価からの検討－．Pain Rehabilitation 7(2): 76, 2017 

25. 近藤康隆，松崎敏朗，石丸将久，吉田佳弘，縄田 厚，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：視覚および聴

覚フィードバックを用いた大腿四頭筋の等尺性筋収縮運動が人工膝関節置換術後早期の痛みや運動機能，ADL にお

よぼす影響．Pain Rehabilitation 7(2):83, 2017 

26. 石川空美子，梶原康宏，佐々木遼，濱上陽平，本田祐一郎，坂本淳哉，中野治郎，沖田 実：関節炎発症直後から

の早期運動介入による疼痛軽減効果のメカニズムの検討－脊髄における中枢性感作への影響－．Pain Rehabilitation 
7(2): 93, 2017 

27. 小関弘展, 松林昌平，尾﨑 誠：ラット不動性骨萎縮モデルの 3 次元骨微細構造変化．Jpn J Rehabil Med 54 (特別号): 
S107, 2017 

28. 小関弘展, 松林昌平，尾﨑 誠：内側型変形性膝関節症の荷重正面 X 線像における内側関節裂隙．Jpn J Rehabil Med 54 
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(特別号): S113, 2017 

29. 樋口隆志，小関弘展，砂川伸也，野口智恵子, 米倉暁彦, 尾﨑 誠, 沖田 実：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切

り術の X 線学的比較検討．Jpn J Rehabil Med 54 (特別号): S117, 2017 

30. 江島美希，大石勝規，杉本紘介，花木 瞳，山口雅則，岩永 斉，小関弘展：単純 X 線画像を用いた踏み込み角度に

よる距腿関節角度の検討．Jpn J Rehabil Med 54 (特別号): S117, 2017 

31. 小関弘展, 樋口隆志, 砂川伸也, 尾﨑 誠, 沖田 実, 米倉暁彦：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の臨床成績

と X 線学的評価．日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会誌 42(4): S358, 2017 

32. 米倉暁彦, 岡崎成弘, 千葉 恒, 小関弘展, 尾﨑 誠,：患者立脚型評価による脛骨顆外反骨切り術(TCVO)の治療成績．

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会誌 42(4): S358, 2017 

33. 野口智恵子, 小関弘展, 樋口隆志, 砂川伸也, 沖田 実, 尾﨑 誠：コバルトクロム摩耗粉は表皮ブドウ球菌のインプ

ラント表面への付着を抑制する．日本整形外科学会雑誌 91(8): S1544, 2017 

34. 小関弘展, 野口智恵子, 樋口隆志, 砂川伸也, 尾﨑 誠, 沖田 実：バイオクリーン室内での単独歩行と集団歩行によ

る発塵比較．日本整形外科学会雑誌 91(8): S1544, 2017 

35. 小関弘展，野口智恵子，砂川伸也，本田祐一郎，佐々部陵，坂本淳哉，樋口隆志，尾﨑 誠，沖田 実：ギプス外固

定による不動性骨萎縮の皮質骨微細構造の経時的変化．日本関節病学会誌 36(3): S293, 2017 

36. 小関弘展，樋口隆志，砂川伸也，野口智恵子, 米倉暁彦, 尾﨑 誠, 沖田 実：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切

り術の X 線学的評価・臨床成績の比較．日本関節病学会誌 36(3): S336, 2017 

37. 小関弘展，野口智恵子, 樋口隆志，砂川伸也，尾﨑 誠, 沖田 実：垂直層流バイオクリーン室内での単独歩行と集

団歩行による発塵比較．日本関節病学会誌 36(3): S343, 2017 

38. 沖田 実: 拘縮に対するリハビリテーション戦略. 第 20 回山梨県理学療法士会学術集会誌: 17, 2017 

39. 中川晃一，片岡英樹，後藤 響，山下潤一郎，中野治郞，坂本淳哉，縄田 厚，沖田 実：B-SES による筋力トレ

ーニングと温熱刺激の併用効果－若年健常者を対象とした予備的検討－．第 4 回日本骨格筋電気刺激研究会学術集

会プログラム・抄録集: 16, 2017 

40. 片岡英樹，中島駿平，青木秀樹，後藤 響，山下潤一郎，坂本淳哉，本田祐一郎，縄田 厚，沖田 実：下肢の重

篤な関節可動域制限を呈した障害高齢者に対する B-SES と他動運動の併用効果．第 4 回日本骨格筋電気刺激研究会

学術集会プログラム・抄録集: 18, 2017 

41. 田中なつみ，本田祐一郎，片岡英樹，坂本淳哉，中野治郞，沖田 実：筋性拘縮の発生に関わる分子メカニズムの

検討－ラット足関節尖足拘縮モデルを用いて－．第 1 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会プログラム・

抄録集: 340, 2017 

42. 青木秀樹，片岡英樹，中島駿平，山下潤一郎，坂本淳哉，本田祐一郎，縄田 厚，沖田 実：下肢の重篤な拘縮を

呈した障害高齢者に対するベルト式骨格筋電極刺激法（B-SES）の長期効果．第 1 回日本リハビリテーション医学

会秋季学術集会プログラム・抄録集: 340，2017 

43. 福島卓矢，石井 瞬，中野治郞，夏迫歩美，鋤崎利貴，坂本淳哉，沖田 実：血液がん患者における貧血が運動・

精神機能、ADL，QOL に及ぼす影響．第 22 回日本緩和医療学会学術大会抄録集: S321, 2017 

44. 中野治郞, 石井 瞬, 福島卓矢, 夏迫歩美, 鋤崎利貴, 沖田 実: 化学療法・放射線療法実施中のがん患者に対する運

動療法および薬物療法の効果. 第 22 回日本緩和医療学会学術大会抄録集: : S321, 2017 

45. 福島卓矢，石井 瞬，中野治郞，夏迫歩美，鋤崎利貴，坂本淳哉，沖田 実：血液がん患者の骨格筋量と運動機能

に対する低強度運動療法の効果．第 6 回日本がんリハビリテーション研究会プログラム・抄録集: 40, 2017 

46. 樋口隆志，小関弘展，砂川伸也，米倉暁彦, 尾﨑 誠, 沖田 実：内側型変形性膝関節症に対する高位脛骨骨切り術

と脛骨顆外反骨切り術の臨床成績．第 39 回九州理学療法士・作業療法士合同学会誌: 081, 2017 

47. 杉本紘介, 大石勝規, 江島美希, 花木 瞳, 山口雅則, 岩永 斉, 小関弘展：足関節背屈可動域制限の有無が荷重位の足

アーチ構造に与える影響．第 39 回九州理学療法士・作業療法士合同学会誌: 309, 2017 

48. 野口智恵子, 小関弘展, 樋口隆志, 砂川伸也, 沖田 実, 尾﨑 誠：表皮ブドウ球菌の生体材料表面付着に対するコバ

ルトクロム摩耗粉の影響．第 40 回日本骨・関節感染症学会抄録集: S76, 2017 

49. 小関弘展, 野口智恵子, 樋口隆志, 砂川伸也, 尾﨑 誠 , 沖田 実：垂直層流式バイオクリーン室内歩行による塵埃拡

散．第 40 回日本骨・関節感染症学会抄録集: S91, 2017 

50. 樋口隆志, 小関弘展, 砂川伸也, 米倉暁彦, 沖田 実, 尾﨑 誠：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の X 線所見
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と臨床成績．第 5 回日本運動器理学療法学術大会抄録集: S99, 2017 

51. 松尾朋博, 大庭康司郎, 佐藤克也, 宮田康好, 中村龍文, 酒井英樹: HTLV-1 関連脊髄症(HAM)に随伴する過活動膀胱

におけるミラベグロンの効果. 西日本泌尿器科 79(増刊): 141, 2017 

52. 浦 めぐみ, 藤山真理, 中村龍文, 佐藤克也, 吉村俊祐, 白石裕一, 辻野 彰, 犬塚 緑: HTLV-1 関連脊髄症患者への便

秘に関するアンケート調査. 日本難病看護学会誌 22(1): 26, 2017 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 4 4 0 48 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

沖田 実・教授 理事, 副理事長 日本ペインリハビリテーション学会 

沖田 実・教授 理事, 教育委員会委員長 日本運動器疼痛学会 

沖田 実・教授 コアカリキュラム委員会委員 日本理学療法士協会 

沖田 実・教授 編集同人 学術誌「理学療法ジャーナル」 

沖田 実・教授 学術誌「日本基礎理学療法学雑誌」編集同人 日本基礎理学療法学会 

沖田 実・教授 学術誌「理学療法探求」編集同人 長崎大学理学療法学同門会 

沖田 実・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

小関弘展・教授 長崎県福祉保健審議会委員 長崎県 

小関弘展・教授 長崎市産業技術審査会委員 長崎市 

佐藤克也・教授 日本神経学会代議員 日本神経学会 

佐藤克也・教授 日本神経感染症学会評議員 日本神経感染症学会 

佐藤克也・教授 日本早期認知症学会評議員 日本早期認知症学会 

佐藤克也・教授 薬事・食品衛生審議会臨時委員 厚生労働省 

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県 

佐藤克也・教授 伝達性海綿状脳症対策部会員 食品衛生分科 

佐藤克也・教授 認知症診断協力医 長崎県公安委員会 
 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
拘縮の標的分子解明と新たな理学療法の治

療戦略の開発に関する実験研究 

沖田 実・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究  
HIF-1α を治療標的とした筋線維症に対する

理学療法学的治療戦略の開発 

沖田 実・教授 日本学術振興会 分担 科学研究費補助金 基盤研究（B） 
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保存療法を行うがん患者向けのリハビリテ

ーションプログラムの開発に関する段階的

研究 

折口智樹・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
生物学的製剤時代における関節リウマチに

対するリハビリテーションに関する検討 

小関弘展・教授 日本学術振興会 代表 科学研究費補助金 基盤研究（C） 
加齢による変形性膝関節症に対する関節形

成術の分析と調査 

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金 
プリオン病のサーベイランスと感染予防に

関する調査研究 

佐藤克也・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
プリオン病の革新的な非侵襲的な診断法の

開発 

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
クロイツフェルト・ヤコブ病のタイプを鑑別

可能なコンビネーション QUIC 法の構築 

沖田 実・教授 アルケア株式会社 ベルト式骨格筋電気刺激装置を用いた拘縮

治療用モードの開発に関する研究 

小関弘展・教授 株式会社かなえ 深部静脈血栓予防具の開発 

小関弘展・教授 公益財団法人長崎県産業振興財団 医工食連携研究会（自助具） 

小関弘展・教授 長崎県工業技術センター 金属の表面改質，骨強度測定など 

小関弘展・教授 国立医薬品食品衛生研究所医療機器部 実験用基板の研磨，摩耗粉の採取など 

小関弘展・教授 東京医科歯科大学生体材料工学研究所 腐食現象の浸漬試験など 

小関弘展・教授 九州大学大学院工学研究院機械工学部門 金属摺動における摩擦摩耗試験など 

小関弘展・教授 独立行政法人産業技術総合研究所 酸化チタンの開発 

小関弘展・教授 昭和大学藤が丘病院臨床病理科 酸化チタンの細胞毒性試験など 

小関弘展・教授 東京大学総合研究博物館 動物とヒトに関する運動器の進化 

小関弘展・教授 長崎県窯業試験場 生体材料の物理的特性評価など 

小関弘展・教授 名古屋大学工学研究所 細菌の材料付着特性の評価など 

佐藤克也・教授 ロート製薬株式会社 脳梗塞に対する脂肪組織由来間葉系幹細胞

の経動脈的投与 

佐藤克也・教授 BMG LABTECH QUIC 法の開発に関する共同研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

小関弘展・教授 把持補助具 H19.8.6 H19.11.21 登録第 3137833 号 

小関弘展・教授 加圧スリッパ H28.1.15 H28.3.2 登録第 3203382 号 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

沖田 実・教授 非常勤講師（痛みとリハビリテーション） 日本福祉大学通信教育部 
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佐藤克也・教授 講師（認知症） 一般社団法人 長崎市医師会 

 
○特筆すべき事項 
①長崎市医師会，臨床内科医会，長崎市健康づくり課と協働で毎月 1回，COPD検診（早期発見と医療機関紹介）を実施

している。 

 


